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＜普段の生活で役立つ情報＞
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ここではこれら気象に
関する情報を分かり
やすく解説します

天気予報
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地域時系列予報
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今後の雨

紫外線情報

早期注意情報（警報級の可能性）

気象情報（全般・地方・府県）

台風情報

警報・注意報（今後の推移）

指定河川洪水予報

キキクル（危険度分布）

熱中症警戒アラート

土砂災害警戒情報
大雨警報（土砂災害）・注意報

洪水警報・注意報

＜大雨時に活用できる情報＞

線状降水帯に関する情報

大雨警報（浸水害）・注意報

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.507/137.021/&contents=forecast
https://www.jma.go.jp/bosai/wdist/#lat:35.567980/lon:135.878906/zoom:5/colordepth:deep/elements:wm
https://www.jma.go.jp/bosai/wdist/timeseries.html#lat:34.507/lon:137.021/zoom:5
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#lat:34.524661/lon:137.021484/zoom:5/colordepth:normal/elements:hrpns&slmcs&slmcs_fcst
https://www.jma.go.jp/bosai/kaikotan/#lat:34.524661/lon:137.021484/zoom:5/colordepth:normal/elements:rasrf&slmcs&slmcs_fcst
https://www.data.jma.go.jp/gmd/env/uvindex/index.html?elem=0&area=0&lat=34.2&lng=138.53&zoom=5
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.507/137.021/&elem=all&contents=probability
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.507/137.021/&element=information&contents=information
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#6/26.716/127.024/&elem=typhoon_all&typhoon=all&contents=typhoon
https://www.jma.go.jp/bosai/warning/#area_type=offices&area_code=130000&lang=ja
https://www.jma.go.jp/bosai/flood/
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land/lat:37.996163/lon:137.197266/zoom:5/colordepth:normal
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.724/138.142/&contents=heat&term=today
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.507/137.021/&elem=landslide&contents=warning
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.507/137.021/&elem=flood&contents=warning
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#lat:35.621582/lon:138.999023/zoom:5/colordepth:normal/elements:hrpns&slmcs&slmcs_fcst
https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.507/137.021/&elem=inundation&contents=warning


天気予報

明後日までの詳細な天気予報と、１週間先までの天気予報を確認できる

19日や20日は雨マークは
ないのに所により雨が降る
みたいだから傘を持っていこう。
予報文を読んでおいてよかった。

週間天気予報には「信頼
度」というのがあるんだ。
特に信頼度が低い日は
これから予報が変わる可能
性が他の日よりも高いから、
いつもよりこまめに天気予報
をチェックしないと。

【信頼度】A…降水有無の適中率：平均88％、翌日に降水有無の予報が変わる割合：平均1％
B…降水有無の適中率：平均73％、翌日に降水有無の予報が変わる割合：平均6％
C…降水有無の適中率：平均58％、翌日に降水有無の予報が変わる割合：平均16％

※検証結果は、2014年12月までの５年間のデータによる。
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普段の生活で役立つ情報

天気マークだけではなく予報文も読んでおくことで、予想外の雨にあうことが減ります。
また、週間天気予報の信頼度を見ておくことで、週末の予定を立てるときなどの参考にもなります。

括弧内は気温の予測範囲を示しています。実況
の気温がこの範囲に入る確率はおよそ80％です。



天気分布予報 地域時系列予報

今日から明日にかけての3時間ごとの天気、気温、降水量等を面的に確認できる

今日から明日にかけての天気、風、気温を
3時間ごとに時系列で確認できる

次の3時間

次の3時間

次の3時間

さらに
次の3時間

さらに
次の3時間

さらに
次の3時間
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天気分布予報の画面上を
クリックすると、当該地域の
時系列予報が表示されます。

天気

気温

3時間降水量

普段の生活で役立つ情報

3時間ごとの天気や気温の変化が
地域ごとに分かるので、外出する際
などにも活用できます。



雨雲の動き

1時間先までの5分毎の雨の予測が確認できる

雷の活動度や落雷があった場所、竜巻の発生可能性の程度なども確認できる

「雨雲の動き」のページでタブを
切り替えることで確認できます。

雨
雲
の
動
き

雷 竜
巻
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雷

活動度2以上では落雷の危険が迫っている状況ですので、
直ちに身の安全確保の行動をとる必要があります。

竜巻が今にも発生する(または発生して
いる)可能性の程度を表示しています。

竜巻

普段の生活で役立つ情報

現在の雨の降り方に加え、自分が今いる場所に目先雨雲が近づいてきているのかなどを確認できます。



今後の雨

15時間先までの1時間ごとの雨の予測が確認できる
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普段の生活で役立つ情報

例えば、暗くなる前の夕方のうちに夜間から翌日明け方の大雨の動向を確認し、早めの避難行動や
災害対策に役立てることができます（3時間や24時間に降った雨の量や範囲も確認できます）。
外出や屋外での作業前に雨の有無を知りたいときなど、日常生活でも利用することができます。

【現在(9日1時50分)】
雨雲が西日本の広い範囲にかかっている

【予報(9日16時00分)】
雨雲が日本海に移動していく



紫外線情報

今日または明日の紫外線の強さが確認できる
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地図を拡大して表示され
る「●」をクリックすると、当
該地点の紫外線の強さの
時間変化を確認できます。

UVインデックスとは紫外線が人体に及ぼす影響の度合いを
わかりやすく示すために、紫外線の強さを指標化したものです。

日中の外出は出来るだけ控えよう。
必ず長袖シャツ、日焼け止め、帽子を利用しよう。

日中は出来るだけ日陰を利用しよう。
出来るだけ長袖シャツ、日焼け止め、帽子を利用しよう。

安心して戸外で過ごせます。

UVインデックスに応じた紫外線対策

極端に強い

非常に強い

強い

中程度

弱い

普段の生活で役立つ情報

日焼け止めを塗ったほうが良いかどうか、帽子を被ったほうが良いかどうかなどの参考にすることもできます。



熱中症警戒アラート

熱中症の危険性が極めて高い環境になるか前日夕方か当日早朝に確認できる
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どの都道府県が熱中症の
危険性が極めて高い暑熱
環境になるかが確認できます。

①エアコンを適切に使用しましょう

熱中症警戒アラート発表時の予防行動例

※例年4月下旬から10月下旬にかけてのみ運用しています。

②熱中症のリスクが高い方に声かけをしましょう

③普段以上に「熱中症予防行動」を実践しましょう

④外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう

⑤外での運動は、原則、中止／延期をしましょう

●昼夜問わずエアコン等を使用して温度調節をしましょう。

●高齢者、子ども、持病のある方、肥満の方、障害者等は
熱中症になりやすい方々です。これらの熱中症のリスクが
高い方には、身近な方から、夜間を含むエアコンの使用や
こまめな水分補給等を行うよう、声をかけましょう。

●のどが渇く前にこまめに水分補給しましょう。
（1日あたり1.2リットルが目安）
●屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保できる
場合は適宜マスクをはずしましょう。

●涼しい服装にしましょう。

●熱中症を予防するためには暑さを避けることが最も重要です。
●不要不急の外出はできるだけ避けましょう。

●身の回りの暑さ指数（WBGT）に応じて屋外やエアコン等
設置されていない屋内での運動は、原則、中止や延期をしましょう。

※熱中症警戒アラート発表時の予防行動例はリーフレット「熱中症警戒アラート全国運用中！」(https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nettyuusyou_alert/nettyuusyou_alert_leaflet202204.pdf)から抜粋

⑥暑さ指数（WBGT）を確認しましょう
●熱中症を予防するためには暑さを避けることが最も重要です。
●不要不急の外出はできるだけ避けましょう。

暑さ指数は、気温、湿度、日射量などを
もとに算出する熱中症予防の指数です。
暑さ指数に応じた熱中症予防の行動に
ついては、環境省熱中症予防行動サイト
等をご参照ください。

普段の生活で役立つ情報



早期注意情報（警報級の可能性）

※大雨以外にも「大雪」「暴風（暴風雪）」「波浪」「高潮」についても確認することができます。

5日先までに警報級の大雨等になる可能性があるかどうかが確認できる
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[中]：可能性は高くありませんが、命に危険を及ぼすような警報級の現象となりうることを
表しています。明日までの警報級の可能性が［中］とされているときは、深夜などの警報
発表も想定して心構えを高めてください。

[高]：警報を発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況です。
明日までの警報級の可能性が［高］とされているときは、危険度が高まる詳細な
時間帯を気象警報・注意報等で確認してください。

大雨時に活用できる情報

〇〇 〇〇

〇〇〇〇 〇〇

〇〇 〇〇

〇〇

〇〇

〇〇〇〇 〇〇

〇〇

雨マークがついている日が何日か
あるけど、一体災害が起きそうな
雨が降るのかどうか、これだけだと
分からないな…

早期注意情報を確認すると、
3日は警報が発表されるほどの雨
になる可能性が高くて、4日も可
能性があることが確認できるんだね。
7日は今のところそこまでの雨は
予想されていないんだね。



気象情報（全般・地方・府県）

具体的な気象の見通しや防災上の留意点等が確認できる
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今後どれくらいの雨が降るのかを記載しています。

どのような災害に警戒すべきかなどを記載しています。

大雨時に活用できる情報

災害に結びつくような激しい現象が発生する可能性のあるときに発表します。
「全般気象情報」では全国に対する解説を、
「地方気象情報」は地方予報区（全国を11ブロックに分けた地域）に対する解説を、
「府県気象情報」では都道府県（北海道や沖縄県ではさらに細かい単位）に対する解説を
ご覧いただけます。



台風情報

現在の台風の中心気圧、風速、5日先までの台風の進路や強さの予報が確認できる
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階級 最大風速

強い 33m/s以上～44m/s未満

非常に強い 44m/s以上～54m/s未満

猛烈な 54m/s以上

階級 風速15m/s以上の半径

大型 500km以上～800km未満

超大型 800km以上

台風の強さ 台風の大きさ

暴風域に入る確率も確認できます。

地域ごとの時系列表示分布表示

大雨時に活用できる情報

「大型」は台風の大きさのことで台風の
強さを表しているわけではないんだね。

台風が接近している地域の方は、早めに災害への備えを確認するなどしましょう。
また、台風が接近する前から大雨となることもありますので、他の情報も合わせて確認してください。



警報・注意報（今後の推移）

発表中の警報や注意報等について、警報級の現象が予想される期間などが確認できる
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大雨時に活用できる情報
（大雨災害から命を守るための情報）

特に夜間から早朝にかけてどうなるか確認し、その時間帯に赤色になっている場合には、
暗くなる前に早めに避難するなど早めの行動が必要になってくる可能性があります。

1時間で最も多く降る
雨の量を表示しています。

〇〇

〇〇

〇〇〇〇

風向・風速を表示しています。

これを見ると大雨（浸水）や土砂災害や昼過ぎから警報級
だけど、暴風は昼前から警報級の現象が予想されるようだ。
大雨（浸水）は明日の明け方には注意報級になるようだ。
雷・竜巻・ひょうは今日も明日も注意報級が続くようだ。



大雨警報（浸水害）・注意報

大雨警報（浸水害）・注意報の発表の仕組み

①短時間の大雨によって
地表面にどれだけの水が
流れているかを計算

②この量を、過去の浸水害時の値と比較し
浸水害が発生しうる値に基準を設定

③大雨の際にこの量を計算し、
基準値を超えると予想した
場合に発表

過去に軽微な災害有り
⇒注意報基準

過去に重大な災害有り
⇒警報基準

想定される災害例
（イメージ）

短時間の大雨により浸水害が発生するおそれがあると予想したときに市町村単位で発表

※この量は、実際に計測しているものではなく、降った雨の量などから計算しています。
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地表面を流れる水

地
表
面
を
流
れ
る
水
の
量

地
表
面
を
流
れ
る
水
の
量

過去に
災害無し

大雨時に活用できる情報
（大雨災害から命を守るための情報）

大雨注意報・警報(浸水害)は、過去の雨や災害の状況を踏まえ基準を設定して
いますので、この情報が発表されたときには浸水害が発生しうることを意味しています。



土砂災害警戒情報、大雨警報（土砂災害）・注意報

1時間の雨の量
と

土の中の水分量
から

※土の中の水分量は、実際に計測しているものではなく、
降った雨の量などから計算しています。

土の中の
水分量

1時間の雨の量

土砂災害発生の危険度を計算し、
基準を超える場合に発表

命に危険が及ぶような土砂災害が発生するおそれがあると予想したときに市町村単位で発表

土砂災害警戒情報の発表の仕組み
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土砂災害警戒情報と大雨警報（土砂災害）・大雨注意報の関係

避難に必要な時間を考慮して
基準を超える2時間程度前に発表

避難に時間がかかる方を考慮して
土砂災害警戒情報よりも1時間程度早く

発表できるよう基準を設定

大雨警報(土砂災害)よりもさらに
1時間程度早く発表できるよう

基準を設定
土砂災害発生

大雨注意報
大雨警報
(土砂災害)

土砂災害
警戒情報

大雨時に活用できる情報
（大雨災害から命を守るための情報）

過去に土砂災害が発生したかどうかの状況と、そのときの雨や土の中に溜まった
水分量を基に土砂災害が発生する可能性のある基準を設定しています。

土砂災害警戒情報や大雨警報（土砂災害）は避難にかかる時間を考慮して発表しています。
また、土砂災害警戒情報は、過去の雨や災害の状況を踏まえ基準を設定していますので、
この情報が発表されたときには命に危険が及ぶような土砂災害が発生しうることを意味しています。

※土砂災害警戒情報は都道府県と気象庁が共同で発表



指定河川洪水予報

あらかじめ指定した河川について、水位または流量を示した予報を区間ごとに発表

①洪水によって、重大又は相当の被害が
生じるおそれのある河川をあらかじめ指定

②区間ごとに情報を発表する基準となる水位を設定

重大な被害が生じるおそれのある河川の例
（イメージ）

情報の種類 情報が発表される状況

氾濫発生情報
【警戒レベル５相当】

河川が氾濫し、その氾濫水への警戒が必要な状況

氾濫危険情報
【警戒レベル４相当】

いつ氾濫してもおかしくない状況
氾濫が発生した際などに備え避難等が必要な状況
※まもなく氾濫危険水位を超え、さらに水位上昇が見込まれる場合、
あるいは氾濫危険水位に到達した場合

氾濫警戒情報
【警戒レベル３相当】

氾濫が発生した際などに備え避難準備などを始める状況
※氾濫危険水位に到達が見込まれる場合、あるいは避難判断水位に
到達し、さらに水位上昇が見込まれる場合

氾濫注意情報
【警戒レベル２相当】

氾濫の発生に対する注意が必要な状況
※氾濫注意水位に到達し、さらに水位上昇が見込まれる場合

③現在の河川の水位や今後の予測等に応じて以下の情報を発表

指定河川洪水予報の発表の仕組み

15

大雨時に活用できる情報
（大雨災害から命を守るための情報）

指定河川洪水予報は、水位または
流量の予測を行い、その結果も踏ま
え情報を発表しています。
「氾濫危険情報」が発表されたときは
いつ氾濫してもおかしくない状況です。

※指定河川洪水予報は国土交通省または都道府県と気象庁が共同で発表



洪水警報・注意報

洪水警報・注意報の発表の仕組み（洪水予報河川を除く）

①河川の上流域の雨が河川に流れ出て、
下流へと移動する量を計算

②この量を、過去の洪水災害時の値と比較し
洪水災害が発生しうる値に基準を設定

河川の上流域での大雨により洪水災害が発生するおそれがあると予想したときに市町村単位で発表

※河川の上流域の雨が河川に流れ出て、下流へと移動する量は、実際に計測しているものではなく、降った雨の量などから計算しています。
※洪水予報河川においては、当該河川に関連のある市町村に対して、氾濫警戒情報以上を発表した場合には洪水警報を、氾濫注意
情報を発表した場合には洪水注意報を発表します。
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過去に軽微な災害有り
⇒注意報基準

過去に重大な災害有り
⇒警報基準

河
川
を
流
れ
る
水
の
量

想定される災害例
（イメージ）

河
川
を
流
れ
る
水
の
量

③大雨の際にこの量を計算し、
基準値を超えると予想した
場合に発表

過去に
災害無し

大雨時に活用できる情報
（大雨災害から命を守るための情報）

洪水注意報・警報は、過去の雨や災害の状況を踏まえ基準を設定していますので、
この情報が発表されたときには洪水災害が発生しうることを意味しています。



キキクル（危険度分布）

雨による土砂災害・浸水害・洪水災害の危険度を5段階の色分け表示でリアルタイムで確認できる

注意

警戒

危険

災害切迫
土砂キキクル 浸水キキクル 洪水キキクル

注意報と対応

警報と対応

土砂災害警戒情報と対応
浸水と洪水は警報基準を大きく
超過した基準

特別警報と対応

※1kmメッシュ単位で表示（洪水キキクルは河川の形状に沿って表示）

危険

災害切迫
「黒色（災害切迫）」が表示される
と、以下の写真のような災害が既に
発生している可能性が高い状況です。

※特別警報の発表は格子数や今後の雨の降り方を考慮

キキクル
（1kmメッシュ単位）

警報・注意報等の発表状況
（市町村単位）
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気象庁撮影気象庁撮影気象庁撮影

大雨時に活用できる情報
（大雨災害から命を守るための情報）

「黒」の領域では警戒レベル５に相当し、
命の危険が迫っている状況です。
遅くとも「紫」が出現した時点で、速やか
に避難の判断をすることが重要です。

「注意報や警報」は市町村単位
で発表されるけど、キキクルを見ると
実際に市町村内のどこで危険度
が高まっているか確認できるんだね。



線状降水帯による大雨の可能性があるときや実際に線状降水帯が発生した場合に発表

次々と発生する発達した雨雲が列をなした、組織化した積乱雲群によって、数時間にわたって
ほぼ同じ場所を通過または停滞することで作り出される、線状に伸びる長さ50～300km
程度、幅20～50km程度の強い降水をともなう雨域を線状降水帯といいます。

線状降水帯による大雨の可能性がある場合

線状降水帯による大雨の可能性がある程度高い場合
に、「気象情報」において半日程度前から府県単位を
基本に線状降水帯というキーワードを用いて呼び
かけます。

大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中
で、線状の降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で
実際に降り続いている状況を「線状降水帯」という
キーワードを使って解説します。

※北海道や沖縄県では、
府県予報区単位で
発表します。鹿児島県
では奄美地方を、東京
都では伊豆諸島と小笠
原諸島を区別して発表
します。

「雨雲の動き」、「今後の雨」（1時間
雨量又は3時間雨量）において、大
雨による災害発生の危険度が急激に
高まっている線状降水帯の雨域を赤
い楕円で表示しています。

線状降水帯とは
長さ

幅

実際に線状降水帯が発生した場合

線状降水帯に関する情報（顕著な大雨に関する気象情報等）
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大雨時に活用できる情報

線状降水帯による大雨の可能性があると発表された場合には、大雨災害に対する危機感を早めにもって
いただき、ハザードマップや避難所・避難経路の確認等を行っていただくことが考えられます。
実際に線状降水帯が発生したと発表があった場合には、災害発生の危険度が高まっている場所の詳細を
キキクルや水位情報等で確認し、少しでも危険を感じた場合には、自ら安全な場所へ移動する判断が大事です。



大雨警報の発表基準をはるかに超える大雨が予想され、
重大な浸水害や土砂災害の起こるおそれが著しく大きい場合に市町村単位で発表
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大雨特別警報（浸水害・土砂災害）

令和3年8月11日からの前線による大雨
西日本から東日本にかけて前線が停滞し広い範囲で大
雨となり、土砂災害、河川の氾濫、浸水等が発生。佐賀
県では1,300棟を越える住家の全半壊・床上浸水が発生。
（出典: 【災害時気象報告】台風及び停滞前線による令和3年8月7日から8月23
日にかけての暴風及び大雨等）

大雨特別警報が発表された場合には、すでに上記のような災害が発生している可能性が極めて
高いため、次のような行動をとる必要があります。

①土砂災害警戒区域や浸水想定区域など、災害の危険性が認められている場所からまだ避難が
できていない場合には直ちに命を守る行動をとる。
※指定された避難場所への避難がかえって危険な場合には、少しでも崖などからは晴れた建物や浸水しにくい高い場所に移動するなど。

②災害が起きないと思われているような場所においても災害の危険度が高まる異常事態であるため
身の安全を確保する。

大雨特別警報が発表されてから避難するのでは手遅れとなりますので、大雨特別警報の発表を
待つことなく、地元市町村からすでに発令されている避難情報に直ちに従い、身の安全を確保して
ください。

令和4年8月の前線による大雨
北日本や北陸地方を中心に土砂災害、河川の氾濫、
浸水害等が発生
（出典：【災害時気象報告】前線による令和4年8月1日から8月6日にかけての大雨等）

令和元年台風第19号等による災害からの避難に関するワーキンググループ資料
（https://www.bousai.go.jp/fusuigai/typhoonworking/pdf/dai1kai/siryo3.pdf）を加工

大雨時に活用できる情報
（大雨災害から命を守るための情報）

気象台職員撮影
（新潟県関川村）

平成29年7月九州北部豪雨
九州北部地方を中心に土砂災害や河川の氾濫、
浸水害等が相次ぎ、死者42名、行方不明者2名
の人的被害が発生。
（出典: 【災害時気象報告】令和元年東日本台風等による10月10日から10月26
日にかけての大雨・暴風等）

東北地方整備局職員撮影
（宮城県丸森町五福谷川流域）

武雄市提供
（佐賀県武雄市）

気象台職員撮影
（福岡県朝倉市）

＜過去に大雨特別警報を発表した豪雨災害（一例）＞



雨と風 参考資料

風の強さと吹き方雨の強さと降り方
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雨や風の強さを表す用語にはこの表のとおり定義があります。
この表を見ることで、「非常に激しい雨」や「猛烈な風」などの言葉から、身近で起きうる被害などを
想像することができます。


